
 

 
                                                          

中野に続き、新宿の国際化について考える 

しんじゅく多文化共生フォーラム「グローバル時代の新宿区 

―外国人も日本人も住みやすいまちをめざして」を開催 

１２月６日（土）、中野キャンパスにて 
 

明治大学国際日本学部（山脇啓造ゼミ：多文化共生論）は、１２月６日（土）、

中野キャンパスで、新宿区の国際化について考える、しんじゅく多文化共生フォー

ラム「グローバル時代の新宿区―外国人も日本人も住みやすいまちをめざして」を

開催します。 

 

中野区に拠点を置く国際日本学部の山脇啓造ゼミでは、昨年より、学生が外国人

の力を中野のまちづくりに生かすにはどうしたらよいかについて調査を重ね、まと

めた政策提言を行い、田中大輔中野区長、地域住民代表をはじめとするパネリスト

と討論を行うフォーラムを行ってきました。 

 

今回は、現在、１２０カ国以上、約３万６千人の外国人が暮らし、区民の約１１％

が外国人となっている新宿区に対し初めて学生が政策提言を行うとともに、新宿区

の行政担当者、ＮＰＯや外国人団体の代表者とともに、外国人が多く住み暮らす新

宿区の特性を生かしたまちづくりについて、討論を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Press  Release 

 RELEASE 報道関係 各位 

しんじゅく多文化共生フォーラム「グローバル時代の新宿区 

―外国人も日本人も住みやすいまちをめざして」 

■日時： １２月６日（土）１４時～１６時 

■会場： 明治大学 中野キャンパス ３０４教室（中野区中野 4-21-1） 

■主催： 明治大学 国際日本学部 山脇啓造ゼミ 

■後援： 新宿区 

■プログラム：  

第 1 部 明大生による提言  

第 2 部 パネル討論「多様性を生かしたまちづくり－多文化共生２．０へ」 

■パネリスト： 李承珉（新大久保語学院長）、太田公一（新宿区多文化共生推進課長）、小林普子（NPO 

みんなのおうち）、山脇啓造ゼミ学生代表 

 

＜本件に関するお問い合わせ＞ 

 明治大学 広報課 担当：角田（かくだ） ☎ ０３－３２９６－４３３０ ✉koho@mics.meiji.ac.jp 

２０１４年１２月３日 

 昨年の「多文化共生フォーラム」で

中野区長へ政策提言する学生 


